
                                                                       

一
期
の
任
期
を
皆
様
の
ご
協
力

で
無
事
終
え
、
二
期
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
同
窓
生
の
企
業
へ
の
就
職
が

七
割
近
く
に
な
っ
た
現
在
、
同
窓
会

の
在
り
方
も
変
化
を
し
て
い
く
こ

と
が
自
然
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
東

京
都
は
、
世
代
交
代
を
考
慮
し
な
が

ら
新
会
員
の
獲
得
に
向
け
た
魅
力

あ
る
組
織
に
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

任
意
団
体
と
し
て
の
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
全
国
同
窓
会
と
し
て
の

つ
な
が
り
を
持
つ
以
上
、
志
を
共
に

東
京
同
窓
会
と
し
て
組
織
力
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
会
員
の
獲
得
を
は
じ
め
、
同
窓
同

士
の
信
頼
や
仕
事
の
や
り
方
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
、
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
活
動
を

コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
も
規
約
改
正
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
会
の
運
営
が
、
現
在

の
活
動
内
容
や
方
策
を
迅
速
に
運

営
し
や
す
い
よ
う
に
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。
同
時
に
若
い
人
の
同
窓

会
の
参
加
を
具
体
的
に
で
き
る
案

を
示
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
人
々
が
、
活
動
し
や

す
い
部
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
企
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
卒
業
年
度
ご
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
趣
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
の
様
々
な
繋
が
り
を
し
っ
か

り
組
み
上
げ
築
い
て
い
く
集
ま
り

を
同
窓
会
が
つ
く
る
。
そ
れ
を
全
国

に
情
報
提
供
し
全
国
同
窓
会
と
連

携
し
学
生
支
援
に
役
立
つ
こ
と
を

し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
東
京
同

窓
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

 

教
育
支
援
員
会
に
つ
い
て 

 

大
学
か
ら
示
さ
れ
た
た
大
学
へ

の
支
援
活
動
は
七
十
歳
ま
で
と
い

う
世
代
交
代
の
現
実
を
真
摯
に
捉

え
、
東
京
同
窓
会
は
人
材
育
成
に
し

っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
を
始
め
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
十
月
二
十
一

日
、
二
十
二
日
に
教
育
実
習
指
導
研

修
会
を
開
き
新
た
な
人
材
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
十
名
以
上

の
新
た
な
教
育
実
習
指
導
者
を
養

成
す
る
計
画
で
す
。
現
在
、
推
薦
者

の
要
請
を
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
大
学
と
連
携
し
て
教
員
採

用
選
考
一
次
対
策
に
協
力
支
援
し

て
い
ま
す
。
教
育
支
援
委
員
会
小
橋

川
委
員
長
を
中
心
に
、
き
め
細
か
い

指
導
の
継
続
を
基
本
に
計
画
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

総
会
に
つ
い
て 

二
十
八
年
度
ま
で
に
、
今
ま
で
の

会
計
に
関
わ
る
重
要
案
件
の
確
認

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

二
十
九
年
度
は
、
時
間
的
に
余
裕
を

持
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
先
人
が
築
き
上
げ
た
信
頼
を

受
け
継
ぎ
、
同
窓
会
活
動
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

し
か
し
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
総
会
・
懇
親
会
の
参
加
者
が

連
絡
し
た
数
よ
り
も
少
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
今
年
度
は
、
東
京

都
保
護
者
会
と
共
催
し
て
、
竹
内
副

会
長
の
ご
尽
力
で
、
元
日
本
体
育
大

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ

ス
ト
の
森
田
淳
悟
氏
を
講
師
と
し
て

ご
講
演
を
お
願
い
い
し
ま
し
た
。

「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
～
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
勝
つ
ま
で
」
を
同
窓
会
員
、

保
護
者
会
の
皆
様
、
現
役
学
生
合
わ

せ
て
二
百
名
近
く
の
方
が
聴
講
さ

れ
好
評
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
あ
た
り 

二
十
九
年
度
現
在
、
東
京
同
窓
会

の
会
員
の
皆
様
が
待
ち
に
待
っ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
開
設
に
携
わ
っ
て

頂
い
た
様
々
な
方
々
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
情
報
発
信
は
、
東
京
同
窓
会

の
活
動
の
状
況
と
何
が
目
的
で
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
こ

れ
か
ら
何
が
必
要
に
な
る
の
か
を

皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
情
報
提
供
の
中
で
ま
た

新
た
な
同
窓
の
参
加
を
期
待
で
き

る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
窓
が

様
々
な
場
面
で
親
睦
を
深
め
て
い

る
活
動
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の
提
供

で
新
た
な
参
加
も
期
待
で
き
る
と

考
え
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
の
皆
様
や
学

生
に
必
要
な
情
報
、
新
た
な
情
報
が

常
に
得
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
。
定
期
的
な
更
新
は
、
大
変

な
時
間
と
労
力
が
必
要
で
す
。
こ
の 

平
成
二
十
九
年
度 

二
期
目
に
思
う
こ
と 
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部
分
で
、
広
報
委
員
会
の
支
援
を
厚
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
活
用
で
き

る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 関

東
・
北
信
越
地
区
協
議
会 

 

二
十
八
年
度
東
京
大
会
か
ら 

二
十
九
年
度 

福
井
大
会
へ 

 

昨
年
度
二
十
八
年
十
月
八
日
、
九
日
に
東
京

同
窓
会
が
主
催
の
関
東
・
北
信
越
地
区
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
年
に
一
度
の
東
京

大
会
は
、
竹
内
副
会
長
を
中
心
に
皆
様
の
ご
協

力
で
無
事
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
二
年
前
か
ら
の
準
備
委
員
会
、
実
行
委

員
会
の
運
営
に
か
か
わ
っ
た
役
員
の
皆
様
の

奮
闘
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
も
こ
の
紙
面
で
お
伝
え

し
て
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
体
育
大
学
は
、
五

学
部
八
千
名
体
制
の
大
組
織
に
大
き
く
変
化

を
遂
げ
て
い
ま
す
。
各
県
同
窓
会
は
、
世
代
交

代
、
若
き
世
代
の
会
員
の
獲
得
が
喫
携
の
課
題

と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
。
私
た
ち
の
先
達
が

築
い
た
も
の
を
引
き
継
ぎ
育
て
る
こ
と
も
大

き
な
課
題
と
考
え
ま
す
。 

東
京
は
、N

P
O

や
社
団
法
人
を
つ
く
ら
な

い
と
す
る
以
上
、
新
た
な
会
員
の
獲
得
し
安
定

し
た
年
間
活
動
費
を
捻
出
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
同
窓
会
活
動
を
さ
ら
に
充
実
し
、
親
睦

と
大
学
支
援
を
行
う
た
め
、
新
会
員
を
増
や
し

年
間
活
動
費
の
確
保
に
向
け
再
考
し
て
い
く

必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

東
京
都
同
窓
会
は
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支

援
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
た
中
央
教

育
審
議
会
の
答
申
が
平
成
二
十
八
年
十
二
月

に
公
表
さ
れ
、
本
年
三
月
に
は
、
『
予
測
困
難

な
未
来
社
会
を
自
立
的
に
生
き
，
社
会
の
形
成

に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
一
層
確
実

に
育
成
す
る
た
め
』
小
中
学
校
等
の
学
習
指
導

要
領
等
の
改
訂
が
な
さ
れ
た
。
高
等
学
校
に
お

い
て
も
、
中
教
審
の
答
申
を
受
け
て
、
教
育
の

改
善
・
充
実
に
動
き
始
め
て
い
る
。 

中
で
も
、
「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
」
に

お
け
る
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
（
仮
称
）

へ
の
対
応
は
待
っ
た
無
し
の
状
況
で
あ
る
。
平

成
三
十
二
年
度
に
実
施
さ
れ
る
共
通
テ
ス
ト

初
年
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、
現
在
の
中
学
三

年
生
、
平
成
三
十
年
度
の
高
校
一
年
生
で
あ
る
。

す
で
に
、
今
年
度
の
高
二
・
三
年
生
か
ら
「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
プ
レ
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
各
教
科
・
科
目
の
特
質
に
応
じ
、

知
識
・
技
能
を
十
分
有
し
て
い
る
か
の
評
価
も

行
い
つ
つ
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
中

心
に
評
価
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

マ
ー
ク
シ
ー
ト
問
題
と
共
に
記
述
式
問
題
が

実
施
さ
れ
、
英
語
に
つ
い
て
は
四
技
能
［
読
む
・

聞
く
・
話
す
・
書
く
］
を
適
切
に
評
価
す
る
た

め
、
民
間
事
業
者
等
の
資
格
・
検
定
試
験
を
活

用
す
る
と
し
て
い
る
。 

そ
の
対
策
と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）
の
研

究
や
英
語
四
技
能
を
評
価
す
る
業
者
テ
ス
ト

へ
の
対
応
等
、
実
施
し
て
い
る
学
校
も
多
い
。

教
育
に
対
す
る
意
識
の
高
い
中
学
生
の
保
護

者
や
塾
等
は
、
昨
年
か
ら
高
校
の
新
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
等
へ
の
対
応
を
高
校
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

 

ま
た
、
今
ま
で
育
ん
で
き
た
『
生
き
る
力
』

を
変
更
す
る
の
で
は
な
く
、
改
め
て
捉
え
直
し
、

理
念
を
具
体
化
し
て
育
成
し
て
い
く
。
社
会

的
・
職
業
的
に
自
立
し
た
人
間
と
し
て
、
我
が

国
や
郷
土
が
育
ん
で
き
た
伝
統
や
文
化
に
立

脚
し
た
広
い
視
野
を
持
ち
、
理
想
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
高
い
志
や
意
欲
を
持
っ
て
、
主
体
的

に
学
び
に
向
か
い
、
必
要
な
情
報
を
判
断
し
、

自
ら
知
識
を
深
め
て
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
、

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
て
い
る
。 

各
学
校
に
お
い
て
は
、
資
質
・
能
力
の
三
つ

の
柱
に
基
づ
き
再
整
理
さ
れ
た
学
習
指
導
要

領
等
に
基
づ
き
、
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
中
で
、
学
校
の
教
育
目
標
や
学
校

と
し
て
生
徒
に
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

明
確
に
し
、
家
庭
や
地
域
と
も
共
有
し
な
が
ら
、

「
知
識
・
技
能
」
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

を
重
視
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
、
明
確
な
教
育
目
標
を
掲
げ
、
具
現
化

す
る
た
め
、
校
長
と
し
て
の
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
学
力
や
進
学
実
績

を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
『
生
き
る
力
』
を
育
ん

で
い
く
指
導
は
我
が
日
体
大
出
身
教
員
の
得

意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
実
践
し

て
い
る
教
育
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
く
目

標
を
掲
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。 
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平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
四
日
（
土
）
に
東

京
都
同
窓
会 

研
修
会
・
総
会
・
懇
親
会
を
実

施
し
ま
し
た
。 

研
修
会
は
、
講
師
に
森
田
淳
悟
氏
（
元
日
本

体
育
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
）
を

迎
え
、
演
題
「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
～
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
勝
つ
ま
で
」
と
言
う
テ
ー
マ
で
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
当
時
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
研
修
会
を
初
め
て
日
本
体
育
大

学
東
京
都
保
護
者
会
と
の
共
催
で
行
い
、
本
会

よ
り
六
十
名
、
保
護
者
会
よ
り
八
十
名
、
本
学

学
生
も
三
十
名
参
加
し
森
田
氏
の
話
に
聞
き

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
森
田
氏
も
予
定
時
間
を

超
え
て
話
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

総
会
は
、
本
会
長
高
田
幸
一
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
来
賓
に
、
日
本
体
育
大
学
常
務
理
事 

今

村
裕
様
、
副
学
長 

松
井
幸
嗣
様
、
副
学
長 

笠

井
里
津
子
様
、
日
本
体
育
大
学
同
窓
会
幹
事
長 

塩
谷
和
雄
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
村
裕
様 

 か
ら
は
、
法
人
と
し
て
の
「
ワ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。 

学
長 

具
志
堅
様
が
出
張
の
た
め
、
松
井
幸

嗣
様
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
塩
谷
和
雄
様
か
ら
、

全
国
同
窓
会
の
近
況
に
つ
い
て
、
教
職
支
援
セ

ン
タ
ー
長 

後
藤
彰
様
か
ら
は
、
教
職
を
目
指

す
学
生
の
近
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

本
部
表
彰
は
、
高
橋
治
憲(S

4
5

)

・
星
越
健

一(S
4

6
)

・
大
瀧
吉
夫(S

4
7

)

・
藤
江
和
雄

(S
4

7
)

・
井
口
一
成(S

4
8

) 

『
物
故
者
表
彰
』

松
永
憲
則(S

4
6

)

、
落
合
信
一(S

4
8

)

の
各
氏
が

受
賞
さ
れ
、
松
永
氏
の
奥
様
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
高
橋
治
憲
様
か
ら
受
賞
者
を
代
表

し
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
事
は
、
参
加
者
五
十
六
名
で
、
委
任
を
含

め
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員
、
平
成
二
十
八
年

度
会
務
・
会
計
報
告
、
会
務
・
会
計
監
査
報
告

を
一
括
審
議
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
二
十
九
年
度
会
務
・
会
計
案
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
理
事

長 

松
浪
健
四
郎
様
も
参
加
さ
れ
、
現
役
学
生

の
自
己
紹
介
、
校
歌
・
寮
歌
な
ど
、
短
い
時
間

で
し
た
が
、
参
加
者
八
十
七
名
で
懇
談
し
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

以
上
報
告
い
た
し
ま
す
。 

今
年
度
の
一
次
対
策
講
座
に
は
、
お
忙
し

い
中
、
多
く
の
同
窓
生
が
講
師
と
し
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

対
策
講
座
の
冒
頭
、
高
田
会
長
、
小
橋
川
教

育
支
援
委
員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
今
年
度
は
大

学
側
か
ら
後
藤
教
授
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

後
藤
教
授
か
ら
学
生
に
向
け
て
叱
咤
激
励
さ

れ
て
い
る
姿
が
あ
り
、
一
次
対
策
講
座
へ
の
期

待
の
大
き
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

対
策
講
座
は
、
午
前
と
午
後
の
一
日
の
講
習

を
四
月
十
五
日
、
四
月
二
十
二
日
、
四
月
二
十

九
日
と
試
験
直
前
の
六
月
十
八
日
、
六
月
二
十

五
日
の
五
回
開
催
し
ま
し
た
。 

講
座
の
中
に
は
、
経
験
豊
か
な
現
役
の
管
理

職
に
よ
る
大
所
高
所
か
ら
の
講
演
会
を
二
回

実
施
し
、
直
前
の
講
座
に
は
東
京
都
二
年
目
の

教
員
に
よ
る
実
践
的
な
講
義
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓
の
力
が
結
集
し
た

一
次
対
策
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

講
座
の
申
込
者
は
、
既
卒
者
三
名
、
現
役
四 

 

年
生
三
十
八
名
、
他
学
年
十
二
名
と
、
合
わ
せ

て
五
十
三
名
（
過
去
最
高
）
の
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
大
学
で
の
教
授
の
方
々
か
ら
の
講

座
に
参
加
す
る
よ
う
に
と
後
押
し
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
東
京
都
に
限
ら
ず
全
国
の

受
験
者
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
申
し
込

み
を
し
て
い
な
い
学
生
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
五
回
の
講
習
参
加
者
は
延
べ
九
十
三
名
で

し
た
。 

今
年
の
講
座
を
受
講
し
た
学
生
の
取
組
は
、

例
年
に
比
べ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
学

生
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
何
と
し
て

も
教
員
に
な
る
と
い
う
意
気
込
み
が
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
論
文
作
成
を
指
導
し
て
い
て
、

指
摘
し
た
事
柄
に
し
っ
か
り
向
き
合
い
よ
り

具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
修
正
で
き
、

互
い
に
意
見
を
述
べ
あ
い
、
評
価
し
合
え
る
学

生
を
多
く
見
か
け
ま
し
た
。 

一
次
対
策
講
座
で
の
講
師
の
先
生
方
の
指

導
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
学
で
の
講
義
や
指

導
、
日
体
教
学
舎
の
取
組
な
ど
教
師
に
な
り
た

い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
の

参
加
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
今
後

も
、
教
育
支
援
に
多
く
の
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
度 

教
員
採
用
選
考 

一
次
対
策
講
座
報
告 

 

教
育
支
援
委
員
会
委
員 

山
本 

收
太
朗 

平成２９年 11 月１日                                     「日体魂  

平
成
二
十
九
年
度
都
同
窓
会 

研
修
会
・
総
会
・ 

懇
親
会
報
告 

 

都
同
窓
会
幹
事
長 関 

敦
彦 
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去
る
八
月
二
十
一
日
真
夏
の
太

陽
が
照
り
つ
け
る
中
、
山
梨
県
大
月

市
に
あ
る
「
花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
で
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
研
修
会

に
日
本
体
育
大
学
東
京
都
同
窓
会

の
精
鋭
十
八
人
が
集
い
ま
し
た
。
第

一
回
と
言
う
こ
と
も
あ
り
緊
張
感

の
あ
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
同
窓

の
好
み
で
和
や
か
で
楽
し
い
ラ
ウ

ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。 

競
技
は
新
ぺ
リ
ア
で
、
七
十
五
歳

以
上
は
シ
ニ
ア
テ
ィ
か
ら
の
プ
レ

ー
可
と
い
う
ご
配
慮
も
有
り
高
齢

者
が
上
位
を
占
め
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
優
勝
は
不
詳
私 

中
垣
範

保
が
（
自
画
自
賛
）
八
十
一
歳
で
七

十
八
の
好
ス
コ
ア
を
マ
ー
ク
し
、
エ

ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
達
成
で
す
。
出
来
過

ぎ
で
し
た
。
準
優
勝
は
最
高
齢
の
八

十
四
歳
の
尾
田
政
雄
氏
で
ス
コ
ア

は
八
十
七
で
し
た
が
、
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
飛
距
離
は
眼
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
、
さ
す
が
元
体
操
部
は

体
幹
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
第

三
位
は
若
手
の
関
毅
彦
氏
で
九
十

二
の
ス
コ
ア
で
し
た
が
次
回
を
期

待
さ
せ
る
プ
レ
ー
ぶ
り
で
大
変
楽

し
み
で
す
。
現
在
東
京
都
同
窓
会
役

員
で
幹
事
長
の
重
責
を
担
い
ご
活

躍
中
で
、
今
回
の
ゴ
ル
フ
研
修
会
で

も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

我
が
日
本
体
育
大
学
同
窓
に
は

現
役
の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
中
の
方

も
多
数
お
い
で
に
な
り
ま
す｡

中
で

も
現
在
シ
ニ
ア
競
技
で
大
活
躍
の 

室
田
淳
プ
ロ
に
注
目
で
す
。 

先
日
の
朝
日
新
聞
で
は
「
国
内
シ

ニ
ア
ツ
ア
ー
最
多
十
八
勝
を
挙
げ

最
多
勝
記
録
を
十
九
年
ぶ
り
に
塗

り
替
え
、
六
十
二
歳
で
ツ
ア
ー
を
引

っ
張
る
」
な
ど
と
大
き
な
見
出
し
で

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
室
田
プ
ロ

曰
く
「
年
齢
を
重
ね
れ
ば
飛
距
離
も

体
力
も
当
然
、
落
ち
て
く
る
。
そ
れ

以
上
に
持
続
性
が
な
く
な
っ
て
き

た
と
痛
感
す
る
。
ゴ
ル
フ
は
一
回
の

シ
ョ
ッ
ト
で
終
わ
ら
な
い
。
七
十
二

ホ
ー
ル
い
か
に
同
じ
よ
う
な
シ
ョ

ッ
ト
を
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
打
つ
か

が
勝
負
。
そ
の
中
で
と
ん
で
も
な
い

ミ
ス
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
思
わ
ぬ

ミ
ス
が
起
き
た
と
き
、
ど
う
立
て
直

す
の
か
。
そ
う
言
う
こ
と
の
繰
り
返

し
だ
か
ら
あ
ま
り
気
に
し
て
い
て

も
ダ
メ
。
今
度
は
い
つ
も
通
り
に
や

ろ
う
と
考
え
る
し
か
な
い
。
失
敗
は

捨
て
次
を
考
え
る
。
シ
ニ
ア
に
な
っ

て
く
る
と
簡
単
に
入
る
バ
ー
デ
ィ

パ
ッ
ト
を
シ
ョ
ー
ト
す
る
。
シ
ョ
ッ

ト
で
も
そ
う
。
そ
ん
な
失
敗
を
ど
う

に
か
克
服
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
」 

誇
れ
る
我
が
同
窓
室
田
プ
ロ
を

当
研
修
会
に
お
招
き
し
、
研
鑽
の
機

会
が
設
け
ら
れ
れ
ば
最
高
で
す
。
室

田
プ
ロ
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念

し
な
が
ら
夢
の
実
現
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

―４― 

編集後記 

今号では、都立豊多摩高校校長 大西修様より新学習指導要領改訂に関する貴重なお話を 
いただきました。ご校務のお忙しいなかありがとうございました。 

教育支援委員会が関わった教員採用選考結果も、例年に増して好結果だと聞き及んでおり
ます。次号でご報告させていただきます。 

ホームページは、まだまだ試行錯誤の状態です。体裁も内容も不十分ですので、皆さまの
ご指摘、ご指導で、よりよいホームページになるようご協力をお願いいたします。 

 

ホームページをご覧いただくには、アドレスバー（ネットの画面の左上にあります）に 

     www.nittai-doso-tokyo.jimdo.com と入力してください。 

  
ご要望など、東京都同窓会ホームページ事務局連絡フォームか、 

vzk00103＠gmail.com に直接メールをお送りください。 
 

                   東京都同窓会 広報委員会委員長 角杉美恵子 

第
一
回
東
京
都
同
窓
会 

ゴ
ル
フ
研
修
会
に
参
加
し
て 

中
垣 

範
保 

昭
和
三
十
四
年
卒 


